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日
時　

 

４
月
１
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　

（
総
会
／
午
後
６
時
30
分
〜
）

会
場　

 

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ス
２
階
ホ
ー
ル

（
泉
佐
野
駅
徒
歩
３
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ロ
腔

外
科
部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

口
腔
外
科
の
考
え
方
／
Ｇ
Ｐ
の
考
え
方
と
口
腔
外
科

治
療
・
手
技
の
勘
所

泉
州
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

日
時　

 

５
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
７
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

80
人

持
参
物 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対

策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

施
設
基
準
研
修
会

日
時　

５
月
13
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

80
人

持
参
物 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

２
０
２
１
年
２
月
版
』

※
歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
（
18
時
30
分
）
も
併

せ
て
受
講
可
能
で
す

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

４
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

牛
窪
敏
博
氏
（
Ｕ
，ｚ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

保
険
の
エ
ン
ド
を
極
め
る

４
月
度
生
涯
研
修

無料相談

法
律　

４
月
３
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

４
月
19
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

４
月
20
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

い
う
事
で
は
な
い
か
。
検

査
・
治
療
・
入
院
・
投
薬
は

自
力
で
対
応
し
ろ
と
い
う
こ

と
か
。
真
っ
先
に
経
済
的
、

社
会
的
弱
者
の
命
が
危
険
に

晒
さ
れ
る
の
は
明
白
だ
。
新

今
の
大
阪
は
ど
う
か
。
例
え

ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
検

査
体
制
は
貧
弱
だ
。
患
者
と

医
療
の
橋
渡
し
役
の
保
健
所

は
数
を
減
ら
さ
れ
、
職
員
は

疲
弊
し
て
い
る
。
最
前
線
の

医
療
従
事
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
不
十
分
極
ま
り
な
い
。
結

果
、
大
阪
は
全
国
一
の
死
者

数
を
出
す
羽
目
に
な
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
５
月
か
ら
は
現
状

２
類
の
扱
い
が
５
類
に
変
更

さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
行
政
が

医
療
補
助
か
ら
手
を
引
く
と

　

４
月
、
大
阪
府
知
事
選
が

行
わ
れ
る
。
前
回
の
投
票
率

は
49
・

49
％
だ
っ
た
と
い

う
。
大
阪
の
府
知
事
選
な
ら

も
っ
と
関
心
が
も
た
れ
て
ほ

し
い
と
思
う
。
私
は
府
民
と

し
て
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
。

　

府
政
に
言
い
た
い
こ
と
は

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
医
療

従
事
者
の
立
場
か
ら
、
ひ
と

こ
と
物
申
し
た
い
。
行
政

は
、
そ
れ
が
国
で
あ
れ
自
治

体
で
あ
れ
、
そ
の
責
務
は

「
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
」
事
に
尽
き
る
。
翻
っ
て

る
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
す
る
場
合

「
期
限
ま
で
の
申
請
が
困
難
な
事
情
」

を
記
載
す
る
宥
恕
規
定
が
設
け
ら
れ
て

き
た
が
、
こ
の
記
載
自
体
が
不
要
に

な
っ
た
た
め
、
実
質
的
に
は
登
録
期
間

を
９
月
ま
で
延
長
し
た
。

　

23
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
で
、
今
年

10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
「
適
格
請

求
書
保
存
方
式
（
以
下
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
」
に
つ
い
て
経
過
措
置
を
設
け

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

・ 「
２
割
特
例
」
こ
れ
ま
で
免
税
事
業

者
で
あ
っ
た
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
に
な
っ
た
場
合
の
納
税
額
を

売
上
額
の
２
割
に
軽
減
（
３
年
間
）

・ 「
少
額
特
例
」
一
定
規
模
以
下
の
事

業
者
の
行
う
少
額
（
１
万
円
）
の
取

引
に
つ
き
、
帳
簿
の
み
で
仕
入
れ
税

額
控
除
を
可
能
と
す
る
事
務
負
担
軽

減
（
６
年
間
）

期
限
は
９
月
ま
で
延
長

期
限
は
９
月
ま
で
延
長

　

10
月
１
日
の
制
度
開
始
に
合
わ
せ
る

場
合
、
今
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
申

請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

し
い
府
政
・
府
知
事
に
は
行

政
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
府

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
れ
が
医
療
従
事
者
の

切
な
る
願
い
だ
。

日
時　

４
月
１
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

 

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
港
晴
３
―
17
―
２　

・
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か
ら
10
分
）

講
師　

歯
科
臨
床
学
術
講
師
団

会
費　

５
千
円
（
１
人
・
１
医
院
２
人
ま
で
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ー
グ
ル
も
し
く
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
（
お
持
ち
で
し
た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
、
貴
院
で

ご
使
用
さ
れ
て
い
る
バ
キ
ュ
ー
ム
チ
ッ
プ
、
グ
ロ
ー
ブ
、

マ
ス
ク
、
筆
記
用
具

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

ク
」
基
礎
編

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
寝
屋
川
市

【
最
寄
駅
】
京
阪
「
寝
屋
川

市
」
駅

【
面
積
】
28
坪
、
駐
車
場
２

台
分

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
３
台
、

パ
ノ
ラ
マ
、
デ
ン
タ
ル
２
台

（
デ
ジ
タ
ル
）

【
金
額
】
現
在
、
賃
料
27
万

円【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
兵
庫
県
宝
塚
市

【
最
寄
駅
】
阪
急
宝
塚
線

「
逆
瀬
川
」
駅
下
車
２
分

【
面
積
】
15
坪

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
３
台
、

デ
ジ
タ
ル
パ
ノ
ラ
マ
１
台
、

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
、
多
目
的

ト
イ
レ

【
金
額
】
７
０
０
万
円

【
そ
の
他
】
令
和
４
年
に
改

装
済
み

【
連
絡
先
】
近
藤
歯
科　

℡

06
―
６
３
９
５
―
１
５
４
３

◇

　

交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。

新
府
知
事
は
基
本
に

立
ち
返
っ
て

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録　

慎
重
な
判
断
を

斎
賀　

史
郎
（
豊
中
市
）

茶
吉
庵
（
八
尾
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
、
河
内
地
方
で
綿
は

広
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
手

紡
ぎ
、
手
織
り
さ
れ
た
綿
布

は

山

根

木

綿
（

高

安

山

麓
）
、
久
宝
寺
木
綿
、
三
宅

木
綿
（
松
原
市
）
な
ど
の
名

で
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

を
総
称
し
て
「
河
内
木
綿
」

と
い
う
。
河
内
地
方
で
は
、

16
世
紀
末
頃
か
ら
綿
作
が
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の

生
産
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
の

は
１
７
０
４
年
の
大
和
川
付

け
替
え
以
後
の
こ
と
だ
。
旧

川
床
を
利
用
し
た
畑
は
砂
地

で
水
は
け
が
よ
く
、
綿
栽
培

に
最
適
だ
っ
た
た
め
だ
。
当

時
の
綿
は
繊
維
が
短
く
糸
が

太
い
た
め
、
織
り
あ
げ
た
布

地
も
厚
く
て
耐
久
性
に
優
れ

て
い
た
。
庶
民
の
普
段
着
の

ほ
か
、
の
れ
ん
、
の
ぼ
り
、

蒲
団
地
、
酒
袋
な
ど
に
利
用

さ
れ
、
全
国
各
地
で
愛
用
さ

れ
た
。

　

茶
吉
庵
は
江
戸
時
代
に
河

内
木
綿
、
山
根
木
組
の
木
綿

問
屋
・
網
元
で
あ
っ
た
萩
原

家
住
宅
と
蔵
の
こ
と
。
豪
著

な
大
和
棟
の
母
屋
に
、
巽
蔵

（
座
敷
蔵
）
、
中
庭
を
隔
て

て
木
綿
蔵
・
米
蔵
・
納
屋
を

伴
う
。
明
治
９
年
に
は
母
屋

の
入
り
口
横
に
郵
便
局
を
開

局
し
町
の
中
心
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
た
。

　

河
川
敷
工
事
後
に
大
和
川

の
木
綿
畑
が
で
き
て
か
ら
河

内
木
綿
の
生
産
は
機
械
化

し
、
大
阪
で
一
番
の
工
場
と

な
っ
て
い
っ
た
。

称
で
呼
ば
れ
た
た
め
、
古
民

家
を
を
再
生
す
る
に
あ
た
り

「
茶
吉
庵
」
と
命
名
し
た
。

　

茶
吉
庵
は
、「
茶
吉
庵
３

信
条
」
を
決
め
た
。
「
一
、

ほ
ん
ま
も
ん
や
本
気
の
人
と

取
り
組
み
ま
す
」
、「
一
、
集

い
・
想
い
・
繋
が
る
空
間
＝

地
域
の
結
び
目
の
空
間
を
作

り
ま
す
」、「
一
、
茶
吉
庵
か

ら
世
界
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

輩
出
し
て
い
き
ま
す
」。
寄

席
、
音
楽
会
、
将
棋
大
会
な

ど
の
ほ
か
、
令
和
３
年
か
ら

茶
吉
庵
カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽

部
、
茶
吉
庵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

運
営
。
文
化
財
だ
か
ら
と
い

っ
て
助
成
金
も
な
い
が
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
維
持
・
保
存
・
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

 

（
八
尾
市
・
矢
部
あ
づ
さ
）

　

母
屋
、
米
蔵
、
木
綿
蔵
、

炊
事
場
、
馬
小
屋
は
戦
後
ま

で
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
、

平
成
30
年
に
改
装
、
古
民
家

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
萩
原
家
は
代

々
、
茶
屋
吉
兵
衛
の
屋
号
を

受
け
継
ぎ
商
売
を
営
ん
だ
。

周
囲
の
人
々
か
ら
親
し
み
を

込
め
て
「
茶
吉
」
と
い
う
愛

関
西
関
西

6

登録有形文化財 登録有形文化財 萩原家住宅 築250年の木綿問屋萩原家住宅 築250年の木綿問屋

　

物
価
高
騰
や
診
療
報
酬
抑
制
政
策
の
下
、
歯
科
医
院
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
、
税
金
や
会
計
に
関
す
る
知
識
が
い
っ
そ
う
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
税
務
の
動
向
に
つ
い
て
経
税
部
が
解
説
す
る
。

経営の視点シリーズ 経営の視点 インボイス①

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

※ 
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
従
来
の
請

求
書
・
領
収
書
の
様
式
に
新
た

に
「
登
録
番
号
」
と
「
税
率
ご
と

に
区
分
し
た
消
費
税
額
及
び
適

用
税
率
」
を
記
載
し
た
も
の
。

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な

れ
ば
、
売
上
高
に
か
か
わ
ら
ず

消
費
税
の
納
税
事
業
者
と
な
る

た
め
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。


